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労
働
審
判
制
制
度

が
４
月
１
日
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

開
始
１
ヵ
月
で　

件
の
申

93

し
立
て
が
あ
っ
た
と
中
日
新

聞
が
報
じ
ま
し
た
▼
毎
日
新

聞
は
『
も
う
泣
き
寝
入
り
は

し
な
い
で
』と
社
説
を
書
き
、

「
訴
訟
の
長
期
化
に
よ
る
労

使
双
方
の
負
担
を
軽
減
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
紛
争
解
決
を

図
る
労
働
審
判
が
日
本
で
始

ま
る
こ
と
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
▼

読
売
新
聞
は
、『
活
用
し
た

い
労
働
紛
争
の
受
け
皿
』
と

社
説
を
書
き
、
朝
日
新
聞

は
、「
今
後
働
く
人
々
に
と

っ
て
『
安
い
、
早
い
』
紛
争

処
理
の
場
と
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
需
要
は
増
え

る
」「
定
着
す
る
か
ど
う
か

は
、
双
方
を
納
得
さ
せ
る
解

決
を
ど
れ
だ
け
積
み
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
か
」
と
社
説

で
書
い
て
い
ま
す
▼
愛
労
連

は
、
労
働
審
判
制
度
の
仕
組

み
と
活
用
に
つ
い
て
、
３
回

の
連
載
記
事
を
掲
載
し
て
、

組
合
員
に
周
知
徹
底
す
る
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
裁

判
所
も
『
ご
存
じ
で
す
か
？

労
働
審
判
制
度
』（
Ａ
４
版
両

面
刷
）
の
チ
ラ
シ
を
発
行
し

て
い
ま
す
が
、「
裁
判
員
制

度
」
の
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
比
べ
る
と
力
の
入
れ
具
合

が
足
ら
な
い
よ
う
で
す
▼
名

古
屋
地
裁
で
の
４
月
の
労
働

審
判
申
し
立
て
は
７
件
あ

り
、
そ
の
第
1
号
は
愛
労
連

へ
の
労
働
相
談
か
ら
申
し
立

て
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
連

休
明
け
の
８
日
、
第
１
回
目

の
審
判
が
行
わ
れ
、
解
雇
撤

回
、
未
払
い
賃
金
の
支
払
い

で
、
労
働
者
側
全
面
勝
利
の

ス
ピ
ー
ド
解
決
が
は
か
ら
れ

ま
し
た
。（
し
）

　

国
会
に
「
行
革
推
進
法
案
」「
市
場
化
テ
ス
ト
法
案
」
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

公
務
員
の
削
減
や
公
共
業
務
を
民
間
に
売
り
渡
す
も
の
で
、
小
泉
内
閣
の
「
小
さ
な
政
府
」

を
ね
ら
う
法
案
で
す
。
小
泉
内
閣
は
、
米
軍
基
地
再
編
に
総
枠
３
兆
円
・
グ
ア
ム
移
転
に
は

７
１
０
０
億
円
も
の
税
金
を
投
入
す
る
一
方
、
国
民
に
対
し
て
は
医
療
を
は
じ
め
年
金
改

悪
・
障
害
者
自
立
支
援
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
増
税
な
ど
で
、
多
大
な
負
担
を
強
い
て
き
ま
し
た
。

小
泉
流
「
小
さ
な
政
府
論
」
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
人
権
・
生
存
権
保
障
の
し
く
み
の
解
体

で
あ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
の
儲
け
口
に
す
る
と
と
も
に
、
国
民
は
「
生
き
て
い
く
の

も
自
己
責
任
で
」
と
、
国
の
責
任
を
投
げ
捨
て
る
も
の
で
す
。

小泉流｢小さな政府論｣は

 �
ぶ
っ
壊
す�

　

小
泉
流
「
小
さ
な
政
府
」
の

第
一
の
問
題
点
は
、
行
政
を

「
営
利
企
業
の
新
た
な
儲
け
口

に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
経
Ｂ
Ｐ
社
は
「
官
業
の
民

間
開
放
で　

兆
円
の
ビ
ジ
ネ
ス

50

が
生
ま
れ
る
」
と
報
じ
て
い
ま

す（「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
リ

ポ
ー
ト
№
１
」　

年
３
月
）。
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す
で
に
指
定
管
理
者
制
度
や

構
造
改
革
特
区
な
ど
で
民
間
開

放
が
す
す
み
、
さ
ら
に
「
市
場

化
テ
ス
ト
・
官
民
の
競
争
入
札
」

で
、
公
共
業
務
を
民
間
に
売
り

渡
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

な
ぜ
、
公
共
業
務
が
営
利
企

業
の
儲
け
口
に
な
る
の
か
…
。

そ
れ
は
営
利
企
業
が
国
や
自
治

体
か
ら
委
託
費
（
税
金
）
を
受

け
取
っ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
こ

に
働
く
労
働
者
は
最
賃
す
れ
す

れ
の
低
賃
金
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
「
契
約
」
と
し
、
国
民
・
住

民
に
新
た
な
負
担
を
強
い
る
か

ら
で
す
。

　
「
小
さ
な
政
府
論
」
の
本
質

は
、
労
働
者
・
国
民
か
ら
の
二

重
三
重
の
収
奪
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

　

第
二
の
問
題
点
は
「
小
さ
な

政
府
」
の
も
と
で
、
サ
ー
ビ
ス

は
基
本
的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

と
利
用
者
の
契
約
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
と
し
て
国
民
・
住
民
が

「
金
を
出
し
て
買
う
も
の
」
に

変
質
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
本
来
、
無

償
で
す
べ
て
の
国
民
が
等
し
く

受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
医
療

も
介
護
も
、
混
合
診
療
や
保
険

外
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
・
拡
大
さ

れ
、
い
ま
の
自
己
負
担
額
を
は

る
か
に
超
え
る
負
担
が
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  
つ
ま
り
、
お
金
の
な
い
人
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
事

態
に
な
り
、
医
療
に
か
か
れ
な

い
人
、
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い

人
が
、
あ
ふ
れ
る
と
い
う
状
況

に
な
り
ま
す
。

  
第
三
の
問
題
点
は
、
小
泉
内

閣
が
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
い
る
こ

と
は
放
置
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス

を
一
定
の
貧
困
層
に
矮
小
化
、

権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
・
公

的
サ
ー
ビ
ス
を
放
棄
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
「
行
政
へ
の
過
度
の
依
存
」と

称
し
て
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
切
り

捨
て
を
合
理
化
し
て
い
ま
す

が
、
実
は
「
行
政
に
た
よ
る
な
。

自
分
の
く
ら
し
は
自
己
責
任

で
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

小
泉
内
閣
の
「
小
さ
な
政
府

論
」
は
、
国
民
に
新
た
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
行
政
の
「
民
間
開
放
」
に

よ
っ
て
憲
法
が
保
障
す
る
基
本

的
人
権
や
生
存
権
を
解
体
す
る

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
企
業
の
利
益
擁
護
、
日
米

同
盟
強
化
に
血
道
を
あ
げ
、
そ

の
一
方
で
非
正
規
労
働
者
・
失

業
者
が
あ
ふ
れ
、
自
殺
者
が
毎

年
３
万
人
を
超
え
る
社
会
を
つ

く
り
だ
し
た
小
泉
内
閣
。
ま
と

も
に
「
幸
福
を
追
求
す
る
」
こ

と
が
で
き
な
い「
小
さ
な
政
府
」

を
こ
れ
以
上
放
置
す
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

　
「
小
さ
な
政
府
論
」と
対
峙
す

る
運
動
は
、
全
国
で
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

日
米
軍
事
基
地
再
編
に
反
対

す
る
岩
国
市
民
の
た
た
か
い
、

沖
縄
県
民
の
た
た
か
い
を
は
じ

め
、「
９
条
の
会
」
の
結
成
は
、

全
国
で
４
７
０
０
を
超
え
て
い

ま
す
。
憲
法
改
悪
で
は
な
く
、

「
９
条
と　

条
を
生
か
し
た
国

25

づ
く
り
」
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

  
医
療
・
社
会
保
障
の
改
悪
、
行

革
推
進
・
市
場
化
テ
ス
ト
法
案

な
ど
、
矢
継
ぎ
早
の
攻
撃
を
労

働
者
・
国
民
の
広
範
な
共
同
で

は
ね
返
し
ま
し
ょ
う
。

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
権
・

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権

生
存
権

　「小さな政府」を叫ぶ小泉政権は、公務員の総人件
費削減や公務の民間開放など、公務破壊のシンボル
として社会保険庁改革を突破口にしています。
　組織の解体は、年金と医療運営を分離し、地域間
に新たな格差をもたらすもので医療制度のさらなる
改悪に連動するものです。
　 国会で「行革」法案が審議されていますが、「小さ
な政府」を許さない運動をともに広げましょう。

年金制度崩壊に拍車
社会保険庁の
市場化テスト

愛知国公　議長
磯貝 勝 さん

行
政
を
大
企
業
の
儲
け
の
場
に

行
政
を
大
企
業
の
儲
け
の
場
に

公
的
サ
ー
ビ
ス
は「
買
う
も
の
」に

公
的
サ
ー
ビ
ス
は 「
買
う
も
の
」 に

国
民
の
く
ら
し
は「
自
己
責
任
」で

国
民
の
く
ら
し
は 「
自
己
責
任
」 で

憲
法
9
条
･

条
を
生
か
し
た
国
を

憲
法
9
条 
･ 　

条
を
生
か
し
た
国
を

2525

5.27国民大行動
許すな憲法改悪！守ろういのちとくらし

■日時　2006年5月27日 （土）
■会場　東京・代々木公園B地区
■規模　愛知からは500人以上で参加しよう

みんな

集まれ
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4
月　

日
、
団
体
生
命
保

11

険
金
横
取
り
事
件
の
最
高
裁

判
決
が
下
り
ま
し
た
。
判
決

内
容
は
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど

ひ
ど
い
も
の
で
、
金
融
資
本

に
屈
し
た
惨
め
な
不
当
判
決

で
し
た
。

瑕
疵
、間
違
え
、

瑕
疵
、 間
違
え
、 　　
　

す
り
替
え
の
判
決

す
り
替
え
の
判
決

　

判
決
の
最
高
裁
判
断
部
分

は
6
ペ
ー
ジ
で
そ
の
3
・
5

ペ
ー
ジ
分
は
、
上
田
裁
判
官

と
藤
田
裁
判
長
の
補
足
意
見

で
す
。
2
人
の
裁
判
官
が

「
被
保
険
者
の
同
意
を
欠
く

も
の
と
し
、
無
効
で
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
意

見
を
記
述
。
多
数
決
原
理
に

従
え
ば
無
効
な
判
決
で
す
。

　

数
少
な
い
事
実
認
定
も
間

違
い
だ
ら
け
。
事
実
認
定
部

分
で
は
、「
保
険
金
は
一
人

6
0
0
0
万
円
を
超
え
、
遺

族
に
1
0
0
0
万
円
前
後
が

企
業
の
社
内
規
定
に
よ
っ
て

支
払
わ
れ
て
い
た
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
死
亡
退
職
金
を

除
け
ば
遺
族
へ
の
支
払
は
実

支
払
っ
た
保
険
料
か
ら
受
け

取
っ
た
保
険
金
等
を
差
し
引

い
て
も
、　

〜　

％
に
す
ぎ

75

90

ず
収
支
は
常
に
赤
字
で
あ
っ

た
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
保
険
は
黒
字
に
な
る

よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

最
大
判
断
理
由
部
分
が

最
大
判
断
理
由
部
分
が

詭
弁
、す
り
替
え

詭
弁
、 す
り
替
え

と
し
て
、
生
命
保
険
に
は
損

害
保
険
の
よ
う
な
規
制
は
な

く
、
企
業
の
逸
脱
を
免
罪
す

る
不
当
利
得
は
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

損
害
保
険
で
は
「
焼
け
太

り
」
に
対
す
る
規
制
が
あ
る

が
、
生
命
保
険
に
は
「
死
に

太
り
」
の
規
制
が
な
く
、
住

友
軽
金
属
が
横
取
り
で
き
る

と
し
て
い
る
の
で
す
。
最
大

判
断
理
由
部
分
が
詭
弁
、
す

り
替
え
で
は
た
ま
り
ま
せ

ん
。

　

最
高
裁
の
判
断
部
分
に

「
死
亡
従
業
員
の
遺
族
に
支

払
う
べ
き
死
亡
時
給
付
金
が

社
内
規
定
に
基
づ
く
給
付
額

の
範
囲
に
と
ど
ま
る
の
は
当

然
の
こ
と
」
と
言
う
考
え
を

是
認
し
て
い
ま
す
が
、
支
払

規
定
が
な
い
の
で
な
く
、
作

ら
な
い
こ
と
で
保
険
金
は
社

内
に
と
ど
ま
り
、
企
業
の
も

の
と
な
り
ま
す
。
大
蔵
省

は
、
対
応
す
る
支
払
規
定
の

明
示
を
何
回
も
行
政
指
導
し

て
い
ま
す
が
、
支
払
規
定
を

設
け
な
か
っ
た
、
住
友
軽
金
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たたかう仲間たち　NO.20

住軽金9争議支援・愛知連絡会　事務局長　土井　照雄

問題を何も解決しない
　　　なさけない不当判決

団体生命保険金横取り事件で最高裁が判決

　

与
党
の
「
教
育
基
本
法
改

正
に
関
す
る
協
議
会
」
は
４

月　

日
「
最
終
報
告
」
を
発

１３
表
し
ま
し
た
。
小
泉
内
閣

は
、
こ
れ
に
基
づ
く
法
「
改

正
案
」
を
４
月　

日
に
提
出

28

し
、
連
休
明
け
か
ら
衆
院
審

議
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
教
育
基
本
法
と
は
何

か
、
今
な
ぜ
「
改
正
」
な
の

か
、
職
場
で
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

憲
法
の
理
想
を

憲
法
の
理
想
を　
　
　

実
現
す
る
た
め
に

実
現
す
る
た
め
に

　

戦
前
の
侵
略
戦
争
の
反
省

の
上
に
立
っ
て
、
民
主
的
で

平
和
的
な
国
家
を
つ
く
る
た

め
に
日
本
国
憲
法
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
教
育
基
本
法

は
、
こ
の
憲
法
の
理
想
を
実

現
す
る
た
め
に
「
真
理
と
平

和
を
希
求
す
る
人
間
の
育

成
」
な
ど
教
育
本
来
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
平
和

憲
法
と
一
体
の
も
の
で
す
。

　

自
民
・
公
明
与
党
と
民
主

党
な
ど
の
改
憲
勢
力
は
、
憲

法
を
変
え
て
自
衛
軍
の
保
持

を
明
記
し
、
日
本
を
ア
メ
リ

カ
と
一
体
で
戦
争
す
る
国
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
平
和
的
国
家
と

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
国
民

育
成
を
目
的
と
し
た
、
現
行

教
育
基
本
法
の
「
改
正
」
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

改
悪
の
ポ
イ
ン
ト
は

改
悪
の
ポ
イ
ン
ト
は　

愛
国
心
と
行
政
介
入

愛
国
心
と
行
政
介
入

　

与
党
の
教
育
基
本
法
改
悪

の
ポ
イ
ン
ト
は
「
愛
国
心
」

を
押
し
つ
け
る
こ
と
で
す
。

与
党
は
「
国
と
郷
土
を
愛
す

る
」
と
表
現
を
変
え
て
い
ま

す
が
本
質
は
全
く
同
じ
で

す
。
教
育
で
「
愛
国
心
」
が

強
調
さ
れ
る
と
き
は
必
ず
、

若
者
を
軍
隊
に
か
り
出
そ
う

と
す
る
意
図
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
基
本
法
が
国

家
権
力
に
よ
る
教
育
内
容
へ

の
介
入
を
厳
し
く
禁
じ
て
い

る
の
に
対
し
、
行
政
の
権
限

を
拡
大
し
介
入
を
容
易
に
す

る
危
険
も
指
摘
さ
れ
る
な
ど

多
く
の
問
題
点
を
含
ん
で
い

ま
す
。

改
悪
の
狙
い
を
知
ら
せ

改
悪
の
狙
い
を
知
ら
せ

運
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う

運
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う

　

教
育
基
本
法
の
改
悪
は
、

国
民
投
票
法
と
あ
わ
せ
て
、

憲
法
改
悪
の
突
破
口
で
す
。

　

国
会
の
議
席
で
は
改
憲
派

が
多
数
を
占
め
ま
す
が
、
国

民
は
９
条
改
正
反
対
が
多
数

派
で
す
。
も
う
一
回
り
、
二

回
り
運
動
を
広
げ
て
改
悪
を

阻
止
し
ま
し
ょ
う
。（
克
）

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で職場
地域

 話 し あ っ て
み よ う ！

教
育
基
本
法 「
改
正
」 の
狙
い
は

戦
争
国
家
支
え
る
国
民
づ
く
り

5月31日(水)

6月1日(木)

6月2日(金)

6月3日(土)

6月4日(日)

6月5日(月)

6月6日(火)

6月7日(水)

6月8日(木)

6月9日(金)

6月10日(土)

6月11日(日)

①豊橋市役所
　8:15～8:45
②豊川稲荷公園
　8:45～9:25
①十王公園（岡崎市役所北）
　9:00～9:20

知立市役所
　9:30～9:50
中村公園
　9:00～9:30
　その他市内11コース
　で集中行進
半田市役所
　8:30～9:00
瀬戸・宮川モール
　9:00～9:15
名古屋市役所
　8:10～8:35
一宮市役所
　9:00～9:30
津島市役所
　9:00～9:30
①小牧東部市民センター
　9:00～9:30
②小牧市役所
　9:00～9:30
③春日井東部市民ｾﾝﾀｰ
　9:00～9:30
④自衛隊西山駐屯地裏
　9:00～9:30
名鉄犬山線・江南駅
　8:30～8:50

湖西西部公民館前広場
　11:00集合

御津町役場
　12:50～13:50

安城・白山神社
　12:20～13:50
②豊田市役所
　18:00～18:20
野田公園
　12:30～13:50
西柳公園
　11:30～12:20

東浦町役場
　12:30～13:45
尾張旭市民会館
　12:00～13:00
北名古屋市文化勤労会館
　12:20～13:05
一宮市尾西庁舎
　11:50～13:00
稲沢市平和支所
　12:00～13:00

美濃町公民館
　12:00～12:50

JR高蔵寺駅
　12:20～13:30
COOP上八田店
　11:40～12:50
各務原市民プール横
　(引き継ぎ集会)
　12:10～12:30

5月6日現在
桜丘高校（歓迎集会）
　17:10～17:40

蒲郡市役所
　17:20～18:05

COOP安城よこやま
　15:20～15:30
豊田市役所
　19:00～19:20
刈谷市役所
　16:30～17:00
ピースアクション2006
　13:30～15:30
　若宮広場
折り鶴行進　15:40～
大府市役所
　15:30～16:00
守山生涯学習センター
　16:30～17:00
岩倉市役所
　15:30～16:00
JR木曽川駅
　16:40(流れ解散)
JR稲沢駅ロータリー
　17:00～17:30

春日井市役所
　15:20～16:00

2006年あいち平和行進コース一覧

若者に元気と感動ひろげてて

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法 格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差 会に反撃を
　
「
憲
法
九
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
！
」「
教
育
基
本
法
の
改
悪
は
ゆ
る
さ

な
い
」「
自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
せ

よ
」「
大
企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た

せ
」「
郵
便
局
の
統
廃
合
反
対
」「
公
共

サ
ー
ビ
ス
斬
り
捨
て
を
許
す
な
」「
看
護

師
増
や
し
て
安
心
、
安
全
の
医
療
を
」

…
。
5
月
1
日
、
名
古
屋
市
中
区
の
白

川
公
園
に
は
色
と
り
ど
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
求
を
表
現
し
た
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
横
断
幕
、
仮
装
な
ど
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

第　

回
愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、

77

華
や
か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
よ
っ
て

開
幕
。
実
行
委
員
長
で
愛
労
連
の
羽
根

克
明
議
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、

「
小
泉
政
権
の
押
し
す
す
め
て
き
た
構

造
改
革
は
、
ま
れ
に
み
る
大
企
業
中

心
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
国
民
生
活

切
り
捨
て
改
革
で
、
そ
の
影
で
は
低
賃

金
・
無
権
利
労
働
者
が
増
加
し
、
格
差

社
会
の
蔓
延
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
全
国
で
4
7

0
0
を
超
え
る
九
条
の
会
が
結
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
在
日
米
軍
基
地
再
編
強

化
に
反
対
す
る
運
動
が
自
治
体
ぐ
る
み

で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、『
小
さ
な
政

府
』『
官
か
ら
民
へ
』
を
合
い
言
葉
に
し

た
行
政
改
革
に
も
国
民
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
守
れ
る
の
か
と
疑
問
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
国
民
の
く
ら
し
と
平

和
を
守
る
反
撃
も
力
強
く
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
た
た
か
い
を
確
信
に
さ

ら
に
運
動
を
強
め
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
と
、
愛
知
憲
法
会
議
の
本
秀

紀
事
務
局
長
や
大
増
税
反
対
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
愛
知
の
太
田
義
郎
代
表
、
愛
知
社

保
協
か
ら
愛
知
民
医
連
の
矢
崎
正
一
会

長
、
日
本
共
産
党
の
岩
中
正
巳
県
委
員

長
ら
が
来
賓
と
し
て
憲
法
や
大
増
税
、

医
療
な
ど
の
問
題
で
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
、
集
会
終

了
後
に
は
、
5
0
0
0
人
の
参
加
者
が

3
コ
ー
ス
に
別
れ
て
、
栄
な
ど
の
繁
華

街
を
元
気
に
デ
モ
行
進
し
、
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。　

ーに2000人が元気に集う

尾北地域メーデー

尾張東メーデー

　県下では6カ所で地域集会が開催さ
れ、約2000人が参加しました。西三河
における伝統的なメーデーとして定着
した安城メーデーには２５０人が参加。
改憲反対や格差社会を告発するプラカ
ードが目立ちました。

6カ所で地域メーデー 平和
行進

 「なくそう核兵器」「守ろう平和
憲法」の声を県下のすみずみに

　核兵器も戦争もない世界の実現、被爆者の援護・連帯など
を掲げ、被爆地の広島・長崎をめざす2006年原水爆禁止国民
平和行進は5月6日に東京・夢の島を出発。今月31日には愛知
入りします。

愛 労（３） ２００６年５月１０日

　

労
働
安
全
衛
生
法　

条
だ
け

17

を
読
む
と
安
全
衛
生
委
員
会

は
、「
調
査
審
議
機
関
」
と
誤
解

し
か
ね
ま
せ
ん
。
同
規
則　

条
22

で
は
、
付
議
事
項
で
、
有
害
性

の
調
査
並
び
に
そ
の
結
果
に
関

す
る
対
策
の
樹
立
、
作
業
環
境

測
定
の
結
果
及
び
そ
の
結
果
の

評
価
に
基
づ
く
対
策
の
樹
立
、

健
康
診
断
に
つ
い
て
は
医
師
の

診
断
結
果
に
基
づ
く
対
策
の
樹

立
と
、
全
て
の
対
策
に
つ
い
て

審
議
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

も
、
委
員
会
に
は
会
社
・
当
局

の
委
員
も
出
席
し
、
そ
の
責
任

者
が
議
長
で
す
。
委
員
会
で
確

認
し
た
対
策
は
、
当
然
、
会
社
・

当
局
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
合

推
薦
委
員
は
、
対
策
の
実
施
報

告
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
経
団
連
は
昨
年
６
月
、

政
府
に
「
週
１
回
の
職
場
巡
視

義
務
を
や
め
、
自
主
的
に
運
用

す
る
」
と
い
う
規
制
緩
和
を
要

求
。
使
わ
な
け
れ
ば
、
法
律
な

ど
も
画
に
描
い
た
餅
ど
こ
ろ
か

画
す
ら
消
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

調査審議だけでなく、
具体的な対策を樹立

安全
衛生
ひとくちひ と く ち

メモ 質
1
0
0
万
円
程
度
で
す
。

　

ま
た
、「
住
友
軽
金
属
の

詭
弁
、す
り
替
え

詭
弁
す
り
替
え

　

判
断
部
分
の
最
大
の
理
由

属
の
不
作
為
は
問
わ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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どう猛アメリカザメと日本小判ザメ　高木 徹

T
op
ics

T
op
ics

　

福
保
労
東
海
地
本
青

年
部
で
は
、
４
月　

日
29

『
に
く
の
日
』
に
毎
年

恒
例
と
な
っ
て
い
る
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
会
を
東
海

市
し
あ
わ
せ
村
に
て
開

催
し
、
青
年
部
の
交
流

会
を
し
ま
し
た
。

　

毎
年
暑
い
ほ
ど
の
天

気
で
し
た
が
、
今
年
は

く
も
り
で
風
も
あ
り
涼

し
い
く
ら
い
で
、
危
ぶ

ま
れ
て
い
た
雨
に
も
降

ら
れ
ず
よ
か
っ
た
で

す
！
（
み
ん
な
の
普
段

の
お
こ
な
い
が
よ
か
っ

た
か
ら
か
な
？
）

　

参
加
者
は　

名
ほ
ど

15

で
例
年
よ
り
少
な
め
で

し
た
が
、
新
入
組
合
員

の
方
も
多
数
参
加
し
て

く
れ
、
お
肉
や
野
菜
を

食
べ
な
が
ら
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
、
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
少

人
数
な
ら
で
は
の
良
さ

で
全
員
と
会
話
す
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
職
場
に
青
年
が
少

な
く
他
の
職
場
の
青
年

と
交
流
で
き
る
の
は
う

れ
し
い
」「
ま
た
青
年
部

の
と
り
く
み
に
参
加
し

た
い
」
な
ど
多
く
の
感

想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

福
保
労
青
年
部
は
、

毎
月
第
１
月
曜
日
に
青

年
部
委
員
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
楽
し
い
と
り

く
み
だ
け
で
な
く
、
悩

み
を
相
談
し
合
っ
た
り

と
青
年
が
元
気
に
明
る

く
仕
事
に
向
か
え
る
よ

う
な
活
動
を
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
青
年
部
発
）

労
働
局
に
最
賃
交

労
働
局
に
最
賃
交

渉
に
行
っ
た
よ
！

渉
に
行
っ
た
よ
！

　

４
月　

日
に
愛
知
労

27

働
局
賃
金
課
へ
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
を
求
め

交
渉
に
行
き
ま
し
た
。

　

参
加
者　

名
の
う

12

ち
、
青
年
協
か
ら
自
治

労
連
１
名
、
建
交
労
１

名
の
２
名
が
参
加
。

「
こ
の
賃
金
で
は
ど
う

や
っ
て
も
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
う
。
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
な
い
」
と

最
賃
生
活
体
験
を
も
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
切
実
に

訴
え
ま
し
た
。

いろいろな職場の仲間と交流
福保労青年部が恒例の「肉の日」バーベキューNO.4

愛労連青年協★青年大交流会
■と　き　６月２５日（日）１４：００～
■ところ　労働会館東館２Fホール
■参加費　無料
ゲームあり交流ありの青年大懇親会です。

名
古
屋
市
職
労
病
院
支
部

■
松
永
真
美
子
さ
ん
…
東
京
か
ら

引
っ
越
し
て
３
ヵ
月
で
す
が
、
東

京
で
は
見
た
こ
と
な
か
っ
た
で

す
。
多
く
の
団
体
が
一
堂
に
会
し

て
活
発
に
や
っ
て
い
る
こ
と
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

■
井
上
知
子
さ
ん
…
多
く
の
人
が

活
動
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

名
水
労
名
南
支
部

■
石
黒
義
丈
さ
ん
…
人
の
多
さ
に

び
っ
く
り
で
す
。
み
な
さ
ん
関
心

が
あ
る
の
で
す
ね
。

■
鈴
木
慶
一
さ
ん
…
入
口
で
過
労

死
裁
判
の
署
名
を
し
て
き
た
の
で

す
が
、
い
ろ
ん
な
境
遇
が
あ
る
ん

だ
な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

東
海
共
同
印
刷
労
組

■
前　

美
鈴
さ
ん
…
と
に
か
く
び

っ
く
り
で
す
。
み
な
さ
ん
や
る
気

満
々
で
す
ね
。
日
常
じ
ゃ
見
ら
れ

な
い
、
テ
レ
ビ
の
中
の
こ
と
の
よ

う
で
す
。

■
田
中
明
子
さ
ん
…
活
気
が
あ
っ

て
び
っ
く
り
で
す
。
人
の
多
さ
で

が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
ね
。

デコレーションも多彩に
　今年は多くの力作が集まりました。
各部門の最優秀賞には郵産労名古屋南
部支部（デコレーション部門）、名水労
東北支部（仮装着ぐるみ部門）、名古屋
市職労健康福祉局支部（横断幕・プラ
カード部門）が輝きました。

若者に元気と感動ひろげて若者に元気と感動ひろげて

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法憲法改悪 ・ 格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差格差社会
第77回愛知県中央メーデーに5000人、県下6地域メーデー

東三河地区メーデー

メーデー一宮地方集会安城地区メーデー

尾
張
中
部
地
区
メ
ー
デ
ー

国民生活を破壊する「小さな政府」許
すなと全労連キャラバンが愛知入り。
県や名古屋市への要請と宣伝を実施

4/12

均等待遇と最賃引き上げを求めてパー
ト臨時労組連絡会と最賃闘争委員会が
合同で宣伝行動

4/16

革新県政の会が神田県政によるムダ使
い公共事業をチェックするため、県政
ウォッチングを実施

4/23
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名
古
屋
方
面
か
ら
鈴
鹿
連
峰
を
眺
め

る
と
一
番
南
端
に
ひ
と
き
わ
ピ
ラ
ミ
ダ

ル
に
尖
っ
た
山
が
見
え
る
。
そ
れ
が
鎌

ヶ
岳
だ
。
５
月
中
旬
、
眩
い
ば
か
り
の

新
緑
に
誘
わ
れ
て
、
鎌
ヶ
岳
を
訪
れ
る

と
、
中
腹
か
ら
山
頂
に
か
け
て
真
っ
白

に
輝
く
花
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

近
づ
け
ば
、
透
け
る
よ
う
に
白
い
花
を

枝
一
杯
に
付
け
た
シ
ロ
ヤ
シ
オ
。
木
々

の
緑
に
映
え
る
眞
白
き
花
。
そ
の
様
は

言
葉
で
は
表
現
す
る
術
も
な
い
。
足
下

に
は
ピ
ン
ク
の
イ
ワ
カ
ガ
ミ
が
彩
り
を

添
え
る
。
足
に
自
信
の
な
い
人
で
も
湯

ノ
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
利
用
す
れ
ば
、

御
在
所
と
鎌
ヶ
岳
の
中
間
点
、
武
平
峠

ま
で
車
で
行
け
る
。
そ
こ
か
ら
は
や
や

急
な
登
り
（
鎖
場
）
も
あ
る
が
、　

分
４０

程
度
で
頂
上
に
立
て
る
。

妖しきまでに白
い花シロヤシオ

No.20

文・写真　市場丈規（あるきにすとの会代表）

鈴鹿連邦・鎌ヶ岳

鎌ヶ岳に咲くシロヤシオ

　
「
地
域
メ
ー
デ
ー
が
間
近

で
す
が
、
民
商
さ
ん
に
は
毎

年
ビ
ラ
や
看
板
を
つ
く
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
」
そ
う
話

す
の
は
百
瀬
範
幸
さ
ん
。
尾

北
労
連
の
議
長
と
し
て
２
年

目
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
他
団
体
と
の
共
同
で
メ

ー
デ
ー
は
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
昔
に
く
ら
べ
て

全
体
的
に
ア
ピ
ー
ル
が
寂
し

く
な
り
ま
し
た
。
仕
事
が
忙

し
く
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
つ
く

る
余
裕
も
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
か
ら
ね
」。

　

悪
政
に
よ
っ
て
労
働
者
の

要
求
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
参
加
者
は
平
日
に
休
み

を
と
る
こ
と
が
難
し
く
、
元

気
な
メ
ー
デ
ー
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
心
配
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
平
和
運
動
を

多
彩
な
平
和
運
動
を　

共
闘
で
と
り
く
ん
で

共
闘
で
と
り
く
ん
で

　
「
尾
北
で
は
国
際
反
戦
デ

ー
安
保
破
棄　

・　

集
会
な

10

21

ど
も
伝
統
的
に
続
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
行
動
は
実
行

委
員
会
を
つ
く
っ
て
共
闘
で

す
す
め
て
い
ま
す
」
と
百
瀬

さ
ん
。

　

来
月
の
平
和
行
進
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
平
和
の
旅
や

　

月
８
日
の
開
戦
日
に
は
平

12和
と
映
画
の
集
い
（
不
戦
の

つ
ど
い
）
と
題
し
て
毎
年
映

画
鑑
賞
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
「
雲
流
れ
る
ま

ま
に
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

公
務
職
場
が
支
え
る

公
務
職
場
が
支
え
る　

地
域
労
連

地
域
労
連

　

構
成
し
て
い
る
団
体
が
犬

山
市
職
労
・
岩
倉
市
職
労
・

愛
高
教
…
な
ど
公
務
職
場
が

中
心
と
い
う
尾
北
労
連
。

　
「
や
っ
ぱ
り
加
盟
団
体
を

増
や
す
こ
と
、
そ
し
て
民
間

職
場
の
声
も
聞
け
る
場
に
な

る
の
が
労
連
の
将
来
的
な
課

題
で
す
」。

　

高
校
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
顧
問
の
百
瀬
先
生
。
そ
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

地
域
を
元
気
に
か
け
回
る
姿

を
期
待
し
ま
す
。（
Ｒ
）
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NO.35　尾北労連

百瀬 範幸 さん
尾北地域労働組合総連合
（出身単産:愛高教）

民
間
の
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
今
後
の
課
題

　労働災害が相変わらず多発

しています。事業主には、労

働者が安全に仕事をすること

ができる環境の整備、安全配

慮義務があります。ゆえに不

幸にも事故が起こった場合

は、事業者の責任で労働者に

安心して治療に専念できる保

障をする義務があります。こ

の事業主の保障を代わってお

こなうのが労災保険です。で

すから労災保険料は事業主の

全額負担となっています。

　しかし事業主は労災事故を

認めたがらない。労働相談で

も「治療費は会社が負担する

ので、健康保険でやってく

れ」と。健康保険を使うこと

自体違法ですが、健康保険と

労災保険では給付内容が違

い、健康保険の傷病手当は、

賃金の６０％で1年半まで。治

療費も3割負担です。しかし

労災が認められれば、治療費

負担はゼロ。休業給付は傷病

が治るまで平均賃金の８０％

支給され、障害が残った場合

も障害補償給付が出るなど手

厚い補償になっています。

　労災申請は、あくまでも本

人が労働基準監督署に申請

し、労働基準監督署が労災か

どうかを判断します。仕事で

病気や怪我をしたら、労働災

害を申請するのは労働者の権

利として当然です。

健保では大損、労災申請は労働者の権利

労働相談の労働相談の窓

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後ののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主ななななななななななななななななななななな日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程今後の主な日程
■愛労連第2回評議員会
　5月28日（日）13:30～
　労働会館東館2Fホール
■憲法と平和をまもる愛知の会集会
　6月2日（金）　18:30～
　栄小公園（名古屋市中区）
■第17回市民と言論シンポジウム
　6月6日（火）　18:30～
　名古屋NPOセンター
■なくせじん肺･アスベスト県民集会
　6月18日（日）　13:30～
　名古屋市公会堂
■愛労連第35回定期大会
　7月23日（日）　10:00～
　中村区役所講堂
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■ヨコのカギ
１　魚の腹や胸などにある
３　大まかに分けること
６　ゴリラ・チンパンジー・
　　オランウータンなど
９　『坊ちゃん』の作者は夏目
　　……
10　 山の頂上で……光を拝む
12　 ……で交渉に当たる
14　 チェーン
16　 あの人は……的な顔をし
　　ている
17　 ……は別れのはじめとか
20　 いつもの……店でデート
21　 無をあらわす数
22　 事件などの本当の事情
23　 ……グラッセ

■
タ
テ
の
カ
ギ

１　

夏
至
の
日
は
一
年
中

　
　

で
い
ち
ば
ん
長
い

２　

儀
式
に
出
る
服
装

３　

陸
上
競
技
で
百
、
二

　
　

百
、
四
百
メ
ー
ト
ル

　
　

の
競
争

４　

人
の
住
む
建
物

５　

裁
判
で
検
察
と
対
決

　
　

し
た
り
す
る
人

７　

自
分
の
考
え

８　

…
…
も
の
に
ふ
た
を

　
　

す
る

　
　

貧
富
の
…
…
が
拡
大

11
　
　

食
前
は
い
た
だ
き
ま

13
　
　

す
、
食
後
は
…
…

　
　

…
…
シ
ー
ト
は
後
部

15
　
　

座
席

　
　

水
面
に
浮
か
ん
で
い

18
　
　

る
草

　
　

お
団
子
を
貫
い
て
い

19
　
　

ま
す

　
　

…
…
は
急
げ
！

21

 【解き方】 　「草」 は 「クサ」 ま
たは 「ソウ」 と読んでくださ
い。二重ワクの６文字をう
まくならべると言葉ができ
ます。ヒントは中の絵。

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名、近況などを記入の上、6月5
日までに愛労連（〒456-0006名古屋市熱田区沢下町9-7労働会館東
館3F）まで応募下さい。正解者の中から、抽選で図書カードを進呈
します。なお、お寄せいただいたハガキの中から近況・氏名・組合
名を紙面で紹介させていただきます。

クロス・漢字クロス・漢字
ワードパズルワードパズル

　
「
♪
雪
や
こ
ん
こ
♪
あ
ら
れ

や
こ
ん
こ
…
」
と
流
し
な
が
ら

石
油
を
販
売
し
て
い
る
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
。
見
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
愛

知
県
内
で
灯
油
の
巡
回
販
売
に

従
事
し
て
い
る
販
売
員　

人
が

10

「（
就
労
の
）実
態
は
労
働
基
準

法
に
基
づ
く
雇
用
労
働
者
」
で

あ
る
と
し
て
、
全
労
連
・
全
国

一
般
愛
知
地
本
シ
ュ
ー
ワ
石
油

支
部
を
結
成
。
灯
油
販
売
の
シ

ュ
ー
ワ
石
油
名
古
屋
に
雇
用
関

係
の
確
認
や
未
払
い
賃
金
の
支

払
い
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
求
人
誌
に
掲
載
さ
れ

た
同
社
の
社
員
募
集
広
告
な
ど

を
見
て
応
募
し
、
採
用
後
に

「
販
売
委
託
契
約
書
」
を
結
ぶ

よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
勤
は
午
前
7
時
。
タ
イ
ム

カ
ー
ド
で
出
退
勤
時
刻
を
管
理

さ
れ
、
決
め
ら
れ
た
巡
回
ル
ー

ト
を
会
社
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

で
回
る
。
午
後
9
時
ま
で
巡
回

販
売
し
平
均
的
な
帰
社
時
刻
は

午
後　

時
前
後
。
売
り
上
げ
が

10

少
な
く
て
会
社
に
戻
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

募
集
時
の
ふ
れ
こ
み
は
、
日

給
1
万
2
０
０
０
〜
1
万
8
０

０
０
円
、
月
収　

万
〜　

万
円

40

50

で
し
た
が
、
実
際
は
週
6
日
勤

務
で
月
収
は　

万
円
程
度
。
遅

20

刻
や
会
社
へ
の
連
絡
（
1
日
4

回
）
不
履
行
で
罰
金
（
1
0
0

0
〜
1
万
円
）、
灯
油
を
こ
ぼ

し
て
も
罰
金
な
ど
、
不
明
瞭
な

控
除
が
あ
り
ま
し
た
。　

時
間

16

働
き
な
が
ら
日
給
3
0
0
0
円

だ
っ
た
仲
間
も
い
た
と
い
い
ま

す
。

　

当
初
、
地
元
の
労
働
基
準
監

督
署
は
「
委
託
契
約
で
あ
り
対

処
で
き
な
い
」
と
の
姿
勢
だ
っ

た
こ
と
か
ら
愛
労
連
の
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
。
2
月
末

に
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

4
月　

日
に
は
親
会
社
で
あ

10

る
秀
和
石
油
（
大
阪
府
堺
市
）

と
の
団
体
交
渉
が
実
現
。
組
合

は
①
労
働
基
準
法
違
反
行
為
へ

の
謝
罪
②
未
払
い
賃
金
の
支
払

い
③
罰
金
の
返
還
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。
会
社
側
は
実
態
を
調

査
す
る
と
回
答
。
労
働
局
も
調

査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

愛
労
連
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

の
黒
島
英
和
専
任
相
談
員
は

「
こ
う
い
う
契
約
が
ま
か
り
通

る
と
労
働
者
の
権
利
は
ズ
タ
ズ

タ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
が
い

も
の
の
契
約
を
許
さ
な
い
世
論

を
つ
く
り
た
い
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

初めてのメーデーにジャンボプラカードを作って参加
した全国一般シューワ石油支部の仲間たち

俺
た
ち
は
労
働
者
だ

偽
装
委
託
契
約
の
無
効
を
求
め
組
合
結
成

全国一般


